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第1回：「琉球王国と『琉球処分』①」
→「琉球処分」前史／19世紀の東アジア国際関係の変化

第２回：「琉球王国と『琉球処分』②」
→「琉球処分」とは？／「琉球」はいつから「沖縄県」に？

第３回：「甘いけど、苦い。近代沖縄と黒糖」
→近代沖縄を襲った大不況「ソテツ地獄」

第４回：「「同化」をめぐる近現代の沖縄」
→沖縄にとって「日本人になる」ことの意味とは？



沖縄、依存経済の系譜

◎近代 …糖業

◎戦後米軍統治期 …基地経済

◎復帰後 …観光業



近世の南西諸島と黒糖

• 15世紀ごろ琉球に伝播
→1600年代初頭に本格的な生産と専売制に

•黒糖→薩摩から借銀→中国貿易を経済的に支える

•砂糖前代：製造前の黒糖をカタにした前借金

•甘蔗作付制限
→王国時代は沖縄島の限られた地域、限られた生産量



旧慣温存と黒糖
•「旧慣温存」とは？
→王国時代の制度や慣習を基本的にはそのまま活用
→教育や医療衛生など一部は改廃が繰り返される。

•県当局は糖業を重視 （日本国内に大きな需要）

→1885年 久米島で県の指導による開墾とサトウキビ栽培
→1888年 「甘蔗作付制限の解除」→宮古・八重山でも解禁

⇒基幹産業となる反面、移入依存や食料不足の記録も…



砂糖をめぐる沖縄と台湾
•近代沖縄糖業の特徴：「農工未分離」
→生産者（農民）が製糖（加工）までおこなう。零細な経営。

•

•状況変化①：日本国内の砂糖をめぐる環境の変化（1895年ごろ）
原料糖（分蜜糖）を輸入して、国内の工場で精製する方法へ変化

•状況変化②：台湾領有
台湾：原料糖の主要な生産地へ
総督府の糖業振興／大型工場建設

⇒領有から10年あまりで生産量は飛躍的に増大



「No.17 Sugar Mill in Loo Chooan Village(琉球の村の製糖場)」
琉球大学附属図書館「ブール文庫」



バブルから「ソテツ地獄」へ
•第一次世界大戦（1914～1919年）

→沖縄に空前の「砂糖バブル」

•終戦後、1920年をピークに糖価の大暴落
＋ 世界恐慌のあおり（1930年代）

⇒一転して大不況の時代へ突入（～沖縄戦まで）
「ソテツ地獄」（救荒作物のソテツで飢えをしのぐ？)

•身売りと移民の増加
農村から男子の「糸満売り」、女子の「辻売り」
関西や関東への出稼ぎ、植民地（台湾、南洋群島）や海外へ移民



眉屋私記文学碑



「救済」と「振興」のはじまり
• 1920～30年代 「沖縄救済論」（湧上聾人、伊波普猷など）
課題：砂糖依存/移入超過/国税支出の超過/土地が狭い/

県民意識の改善

解決策：海外移民/産業構造の改善/国税負担の軽減

• 1932年「沖縄県振興一五年計画」
→道路整備、産業基盤の整備などインフラ面を重視
→満州事変以降、形骸化（執行予算は50％以下）

⇒沖縄の振興・開発は戦後へと持ち越される。



ここから見えてくることは？

•疲弊する沖縄―発展する「台湾」

•経済不況 → 県外での生活が生命線となる
⇔「言語矯正」や「風俗改良」の経済的動機

•沖縄の「依存経済」「振興」「開発」の歴史のはじまり


